













重さは 1 cm3で約 1 g なので、10 m の水の底では、面積 1 cm2（親指の爪ぐらい
の広さ）に約 1 kg の水圧がかかることになる。この圧力の単位 1 kg/cm2を大気
圧に換算して、1 気圧と定義される。今日では圧力の国際単位がパスカル（Pa）
で表示されることが決まっているので、それにならい本稿では、水圧の表記を 1
気圧≒0.1 MPa（メガパスカル）として、MPa 単位で表わすこととした。 
 さて、私たちの住む「地球」について俯瞰してみると、その表面積の約 7 割
2 
の部分が海洋であり、その海洋のほぼ 9 割の部分が、深度 1,000 m を超える深海
世界である。こうして考えてみると「地球」というのは、「地の球」というより
はむしろ「水の球＝水球」といった方がふさわしく思える。その海洋の平均水
深は約 3,800 m であるので、海洋全体としては平均して約 38MPa の高圧力下に
さらされた世界ということになる。この圧力は、先ほどのたとえでいうと、私



















































































れていることが、1989 年に Bartlett らにより報告された６）。彼らは、大気圧でも














ーの場合 30 MPa、tac プロモーター（lac プロモーターを改変したもの）の場合
50 MPa の加圧下とすることによって、IPTG 抜きでも顕著に発現誘導されるとい
6 
う事実を発見した８）（第３図）。これらのプロモーターの下流には、遺伝子発現
を阻害するタンパク質 LacI が 4 量体として結合しているオペレーターと呼ばれ















も発見・報告されている。我々の研究室では、琉球海溝、深度 5,110 m より分離
された、Shewanella violacea DSS12 株をモデル好圧菌として用いて、詳細に加圧
応答する遺伝子発現機構について研究を行ってきた。本好圧菌は、その生育至
適を 30 MPa、8℃にもつ好冷性好圧菌でもあり、大気圧から 70 MPa まで良好に
生育できるので遺伝子発現の加圧応答を見るには非常に都合のいい微生物でも







酸化された NtrC はそのリン酸を細胞質タンパク質である NtrB に伝達し、リン




下流に転写因子、センサータンパク質をコードする ntrB, C 遺伝子がオペロンを



















Shewanella benthica DB21MT-2 株の耐圧性の酵素タンパク質、イソプロピルリン
ゴ酸脱水素酵素（IPMDH）について、アメリカのオネイダ湖で分離された常圧











認すると、266 番目のアミノ酸付近に存在し、そこは常圧菌では親水性の Ser で
あるものが絶対好圧菌では疎水性の Ala であった。そこで、常圧菌の酵素の Ser
を Ala に置き換えた人工変異型酵素（陸上酵素 S266A）を作成し高圧分光光度
計を用いてその耐圧性を調べたところ、絶対好圧菌酵素並の耐圧性を獲得して










を調べたところ、266 番目のアミノ酸が陸上酵素型の Ser の場合、活性中心の裏
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